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研究成果の概要（和文）：看護コミュニケーション教育を支援する目的で，看護コミュニケーション教育支援シ
ステムにおけるリフレクション機能を開発した．これは仮想病室において身体性アバタを介した看護実習生，患
者役を体験できるとともに，ロールプレイングを実施後に各人称視点で振り返り，コミュニケーション技術を学
習できる機能である．リフレクション機能の有効性を検証する目的で評価実験を行いその有効性を示した．さら
に本システムの実践演習での有効性を確認するために，模擬患者参加型コミュニケーション演習後にアンケート
調査を行いその有効性を示した．

研究成果の概要（英文）：We developed a reflection function in the nursing communication education 
support system such that users could experience nursing student and patient roles via an embodied 
avatar in a virtual hospital room to support education in nursing communication. This function 
allows users to learn communication skills from each person's perspective after role-playing. In 
order to verify the effectiveness of the reflection function, we conducted an evaluation experiment 
and showed its effectiveness. Furthermore, to confirm the effectiveness of this system in practical 
exercises, we conducted a questionnaire survey after a communication exercise with a simulated 
patient and showed its effectiveness.

研究分野： 基礎看護学

キーワード： 看護コミュニケーション教育　バーチャルコミュニケーション　アバタ　リフレクション　身体性イン
タラクション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
看護の方向性として看護実践能力の向上が

求められている．そのためには看護者がどの

ように考え，判断しているかといった考える

力を涵養するような教育が重要である．リフ

レクションは，そのような看護実践の基盤と

なる科学的問題解決思考の仕方であり，反省

や振り返り，省察とも訳され，看護者が直面

する複雑で多様な問題に対応する力となる

ことで，看護基礎教育にもその導入が試みら

れている 1)2）． リフレクションとは，起こっ

た事実や自身の行為を内省すること，すなわ

ち振り返ることを指し，この振り返りのタイ

プには，行為の中での振り返りと行為の後の

振り返りの二つがある．行為の中での振り返

りとは，考えながら行動することである．行

為の最中に，よく考え工夫することが，新し

い知識やスキルを生み出す上で欠かせない．

さらに，行為の後の振り返りでは，行為を後

から振り返り分析し解釈することによって，

その行為を通して学んだことや得た教訓を，

頭のなかで整理し，意識づけができる等，リ

フレクションは成長にとって重要とされて

いる 1)3)．そのため，看護教育において学生が

リフレクションについて理解を深めること

は重要な課題である．著者らはこれまで,顔

見知りの学生同士でも臨場感のあるロール

プレイングを行うことができる看護分野で

の効果的なコミュニケーション教育を目的

として，微笑みや眼球動作機能を付加した看

護実習生―患者役アバタを介する看護コミ

ュニケーション教育支援システムを開発し

てきた 4)－6)．このシステムは，仮想空間内で

の自己と相手アバタが同時に存在する3人称

視点を活用することで，相互のインタラクシ

ョンをリアルタイムで観察できるので，ビデ

オ撮影などを行わなくとも学習者が客観的

に自己の行動を把握することができる．また，

アバタを介することにより，うなずきなどの

身体動作や視線・表情の変化を制御すること

ができるため，うなずきや視線・表情などの

非言語情報の重要性について理解させるた

めの意図的な学習支援が可能である．さらに

は，仮想病室内でのアバタを介することで臨

場感が得られ，役に入りやすくなるため，患

者体験が行えるなどのシステムの有効性を

示してきた．しかし，これまで開発してきた

従来のシステムでは，ロールプレイングの様

子を行為の最中にリアルタイムで振り返る

ことはできるが，行為を後から振り返り，分

析し解釈できる機能を実装しておらず，看護

コミュニケーションにおいて重要なリフレ

クションに十分に対応できていなかった． 

 
２． 研究の目的 
本研究では，看護コミュニケーション教育を

より効果的に支援する新たな機能としてリ

フレクション機能を開発している．さらに，

本機能を従来のシステムに付加してコミュ

ニケーション実験を行うことで，看護コミュ

ニケーションにおけるリフレクション機能

の有効性と実践演習でのシステムの有効性

を検証することを目的としている． 
 
３． 研究の方法 
１）リフレクション機能の開発 

リフレクション機能として，ロールプレイン

グ再生機能，視点切り替え機能，表情切り替

え機能を開発した．機能の詳細を以下に示す． 

（１）ロールプレイング再生機能 

ロールプレイング場面を再生するために，任

意の音声データと動作データを選択できる

ようにした．選択したデータをもとにアバタ

を動作させ，仮想空間内にキャラクタを配置

することで，ロールプレイング中の場面を忠

実に再生できる． 

（２）視点切り替え機能 

ロールプレイングの様子を様々な立場から

繰り返し観察でき，コミュニケーションの分

析を支援する視点切り替え機能を実装した

(図１)．１人称視点では，相手の視線や表情，



身体動作を中心に見ることができるため，患

者の様子を観察できる．２人称視点では，自

分の視線や表情，身体動作を中心に見ること

ができるため，患者目線で，看護者としての

自己の振る舞いを観察できる．３人称視点で

は，相互のやり取りを客観的に観察すること

ができる．各視点はキーボードによって切り

替えるようにした． 

 

 
 

 

 

（３）表情切り替え機能 

これまでに，眼球および表情変化を円滑に表

現できるようアバタに眼球，口角，瞼，眉を

動作させるボーンを増設し，眼球動作モデル

および微笑みモデルをシステムに導入して

いる 6）．これらの機能を活かし，眼球動作モ

デルと微笑みモデルを用いてアバタの視線

や表情の変化を切り替える機能を実装した．

モデルの変更により，様々な表情を提示する

ことができる機能であり，キーボードによっ

て切り替えるようにした． 

２）リフレクション機能評価実験 

リフレクション機能を評価するために，Ａモ

ード：従来システム 4)，Ｂモード：リフレク

ション機能付加システムの２種類を用意し，

２人１組でロールプレイングによるコミュ

ニケーション実験を行った．実験参加者は，

４年制大学看護学科１・２年生の女性で，研

究協力の同意が得られた同学年の友人関係

にある１０組２０人であった．看護実習生役

を演じた実験参加者のみセッション終了後

と自己のロールプレイングの様子を，リフレ

クション機能を用いて視聴させ後の2回アン

ケート調査を行った．アンケート項目は７項

目で構成されており，７段階のリッカート方

式で評定した．また，自由記述欄にロールプ

レイング中に患者とのやりとりの中で気付

いたことを全て記入させた． 

３）実践演習への導入に向けたシステム評価

実験 

著者らの所属大学では，コミュニケーション

実践演習として，１年次後期に模擬患者参加

型コミュニケーション演習（以降，ＳＰ演習）

を実施している．ＳＰ演習の効果を高めるた

めに，演習前の開発システム導入を検討して

いる．そのためＳＰ演習前に，リフレクショ

ン機能評価実験で記録した自己の看護実習

生役の映像を再度視聴し，自己のコミュニケ

ーション課題を明確にした後，ＳＰ演習に参

加させた．演習前の開発システム導入の有効

性を検証する目的で，システム使用経験有群

と使用経験無群で，アンケートによる評価実

験を行った．実験参加者は，４年制大学看護

学科１年生の女性で，研究協力の同意が得ら

れたリフレクション機能付加システムを使

用した経験のある実験参加者９名および，シ

ステムを使用した経験が無い実験参加者１

０名であった． 

 
４． 研究成果 

１）リフレクション機能評価実験の結果 

（１）７段階評価結果：Ａモード：従来シス

テムとＢモード：リフレクション機能付加シ

ステムでの７段階評価を比較した結果を図

２に示す．図に中央値と四分位，外れ値，そ

して平均値を示す．Wilcoxon 符号順位検定を

行った結果，ＡモードとＢモードの間におい

て，「コミュニケーションに対する課題を明

確にできたか」「自己の振る舞いを意識でき

たか」の項目について有意水準 5%で有意差が

図 1 視点切り替え機能 



認められ，Ｂモードが高く評価された． 

（２）自由記述結果：Ａモードにおける自由

記述の回答は，患者に関する状態・心情につ

いてと自己の会話方法・内容について，ある

いはシステムに関する表情や視線の課題で

あり，先行研究 4）と類似した結果であった．

Ｂモードにおける自由記述の内容について

は，類似性を考慮しカテゴリ別に分類した．

その結果，「視点切り替え機能における自己

の課題の明確化と改善」「リフレクションに

おける自己の課題の明確化と改善」「視点切

り替え機能における他者理解の深まり」「シ

ステム全般の効果」の４つのカテゴリに分類

された．具体的な内容としては，自分の動作

の振り返りにより，反省点や改善点などの自

己の課題に気づくことができ，新たな発見に

つながったや患者の思いを再度振り返るこ

とで患者の理解が深まったといった肯定的

な意見が多かった．また，見返す時の恥ずか

しさが少なく良いといった意見もあった． 

 

２）実践演習への導入に向けたシステム評

価実験の結果 

（１）７段階評価結果： ＳＰ演習後に実施

したリフレクション機能付加システムの使

用経験有と使用経験無の実験参加者のアン

ケート「模擬患者の思いを聴き出すことがで

きたか」「模擬患者の様子を観察することが

できたか」「コミュニケーションに対する課

題を明確にできたか」「自己の振る舞いを意

識できたか」「模擬患者との一体感を感じる

ことができたか」の５項目における７段階評

価の比較結果を図３に示す．図に中央値と四

分位，外れ値，そして平均値を示す． 

 

 

Mann-Whitney U 検定を行った結果，コミュニ

ケーション効果の一つである「模擬患者との

一体感を感じることができたか」において，

二群間に有意水準５%で有意差が認められ，

システムの使用経験有が高く評価された．Ｓ

Ｐ演習後に実施したリフレクション機能付

加システムの使用経験有群に実施したリフ

レクション機能の有効性に関する項目の各

評価得点の中央値および範囲は「実験で使用

したシステムは役に立ったか」１．０（２．

０～－１．０），「システムを使って得られた

課題を意識できたか」２．０（３.０～０．

０）「今後使用したシステムを使用したいか」

１．０（２．０～－２．０）であり，肯定的

図２ リフレクション機能評価における

７段階評価結果 

図３ ＳＰ演習後アンケートによる

評価比較結果 



な評価が多かった． 

（２）自由記述結果：システム使用経験の有

る実験参加者に対して実施したアンケート

評価項目の「実験で使用したシステムは役に

立ったか」における回答内容としては，シス

テム使用時に気づいた自分の課題を意識し

ながら実施し，改善につなげられたといった

意見があった． 

次に，システム使用経験の無い実験参加者の

自由記述の回答内容としては，「頭の中が真

っ白」「気遣うより緊張して」などの意見が

あり，実施時の緊張が推測されたが，システ

ム使用経験が有る者には，緊張が推測される

ような記載はなく，目や表情の重要性や相槌

の必要性などの意見があった． 

（３）実践演習への導入の有効性について：

看護基礎教育におけるリフレクションの必

要性について，田村ら７）は「教科書で学習す

ることができる，それが何であるかに関する

知識だけでなく，実践の中に理論を位置づけ

るために欠かせない暗黙知，直観的ないかに

するかに関する知識を得て初めて，実践にお

いて活用が可能となる．自身が看護実践の中

でどのように知識を活用しているかに気づ

き，活用すれば良かった知識を明らかにし，

次の実践にどのようにつなげていくのかに

ついて考えることを，看護基礎教育の中で学

んでおくことが必要である」と述べている．

今回，開発システムの実践演習への導入に向

けたシステム評価実験での7段階評価の結果

では，「模擬患者との一体感を感じることが

できたか」の項目において有意差が認められ，

システム使用経験が有る方がより一体感を

感じることができたと評価された．また，シ

ステム使用経験が無い実験参加者に対する

自由記述において「緊張で頭の中が真っ白に

なってしまった」「相手を気遣うより緊張し

て自分の思いばかりが優先になってしまっ

た」などのＳＰ演習に対する緊張に関する意

見がある一方で，システム使用経験が有る実

験参加者においては緊張していた旨の回答

は認められず，「目や表情を実際に見て話す

と感情が分かりやすい」「患者さんの答えに

対する相槌や反応がもっとできたら良かっ

た」など目や表情の重要性や相槌の必要性に

気づく回答があった．これらのことから，事

前に開発システムを用いたロールプレイン

グとリフレクション学習によってＳＰ演習

における過度の緊張を緩和でき，事前に確認

した自己の課題を意識しながら意図的なコ

ミュニケーションを行うことで，模擬患者と

の一体感を感じることができたるコミュニ

ケーションにつなげることができると考え

られる．また，「システムは役に立ったか」

の項目に対する評価の理由について「自分の

苦手なところ，うまく会話できないところを

明確にできていたので、そこに注意してでき

たから」「以前した時に、声が小さくてゴニ

ョゴニョ話していたので、今回は語尾まで意

識することができました」などの回答があっ

た．このことから，田村が実践でのリフレク

ションで期待するように，リフレクション機

能を使用することで，学生自身がコミュニケ

ーション実践の中でどのように知識を活用

しているかに気づき，活用すれば良かった知

識を明らかにし，次の実践にどのようにつな

げて行けば良いのかといったコミュニケー

ションに対する課題を見つけることができ，

次の経験に活かすことができると考えられ

る．以上のことから，看護コミュニケーシ

ョン教育において従来の学生同士のロール

プレイングあるいは SP 演習に加え，リフ

レクション機能を付加した本システムを用

いたコミュニケーション学習は，更にコミ

ュニケーション能力を向上させる一助にな

ると期待される．  
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